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近現代センター通信　第2号

地域シンポジウム“沖永良部の近現代”�
� 法文学部法経社会学科経済コース　准教授　澤田 成章

本センターは、法文学部澤田ゼミと共催
で令和5年3月27日、和泊町役場結いホール
にて地域シンポジウム“沖永良部の近現
代”を開催いたしました。

第1部の「大学生の部」では、法文学部澤
田ゼミ学生によるポスターセッションが開
催されました。合計7枚のポスター（「島バ
ナナ探検隊プロジェクトご紹介」「島バナ
ナ探検隊＠内城小学校結果報告」「島バナ
ナを使ったビジネスモデル」「沖永良部の
養豚が失われた歴史的背景」「給食セン
ターの島内産品使用率」「公用車の効率的・
効果的マネジメント」「少人数小中学校が
抱える課題と今後の調査計画」）が展示さ
れ、来場者と大学生がポスターの前で真剣
に議論する姿が見られました。

第2部の「研究者の部」では、4名の研究
者が沖永良部研究の進捗について報告しま
した。まず西村知副センター長が、ニシム
ラ・ジョアン（人文社会科学研究科附属地
域経営研究センター）、アロンドラ・スリッ
ト・ゲイル（フィリピンポリテクニック大
学）、日髙優介（「鹿児島の近現代」教育研
究センター）との調査結果「沖永良部にお
ける外国人労働をめぐる現状と展望」を報
告しました。続いて澤田が「和泊町学校給
食センターの島内産品使用の実態と構造的
問題」について報告しました。日髙優介特
任助教は「沖永良部出身の医師たちについ
て」について報告しました。鈴木優作特任
助教（「鹿児島の近現代」教育研究セン
ター）「一色次郎調査報告」では、沖永良部
島出身の作家一色次郎の足跡と創作の源泉
を辿る調査の成果が報告されました。

シンポジウムの様子は和泊町役場・知名
町役場にも Zoom 中継されました。業務の
合間に顔を出していただいた役場職員の

方々も含めると、現地の来場者だけで延べ
40～50名の参加がありました。シンポジウ
ムの最後は西村副センター長からのタピオ
カケーキの差し入れを囲む時間が用意され
るなど、リラックスしたムードの地域シン
ポジウムとなりました。
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第Ⅰ部 大学生の部（ポスターセッション）

島バナナを使ったビジネスモデル

公用車の効率的・効果的マネジメント

沖永良部の養豚が失われた歴史的背景

少人数小中学校が抱える課題と

鹿児島大学法文学部附属
「鹿児島の近現代」

地域シンポジウム
教育研究センター

和泊町役場結いホール

第Ⅱ部 研究者の部

給食センターの島内産品使用率

開会挨拶 
「鹿児島の近現代」教育研究センター

フリーディスカッション
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参加無料
入退室自由

主催：「鹿児島の近現代」教育研究センター
　　　鹿児島大学法文学部経済コース澤田ゼミ
お問い合先：sawada@leh.kagoshima-u.ac.jp
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13:00

13:10
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閉会挨拶と今後の展望について15:45 ～

日時・場所

センター長　丹羽 謙治

島バナナ調査隊プロジェクトご紹介
橋本 直大（2 年）

宮田 陸　  （3 年）

飯塚 里奈（4 年）

中吉 真仁（4 年）

米田 圭吾（2 年）

今後の調査計画 平田 稜　 （3 年）

鹿児島大学法文学部 　　 教授 西村 知
鹿児島大学法文学部 　 准教授 澤田 成章
鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」

教育研究センター 特任助教 日高 優介

鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」
教育研究センター 特任助教 鈴木 優作

「鹿児島の近現代」教育研究センター
副センター長　西村 知


